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神統譜の展聡（上瑚

⑳
　
井
上
光
翫
興
「
国
嚇
魍
制
の
成
立
」
　
（
史
学
雑
誌
六
十
の
十
一
）

⑳
　
難
波
喜
造
「
掛
雲
神
話
の
巨
人
た
ち
」
　
（
文
学
二
三
の
七
）

⑳
　
本
居
宣
長
「
古
事
記
伝
」
　
（
巻
五
）

⑳
和
緻
森
太
郎
「
臼
本
古
代
社
会
し
（
第
二
章
第
二
節
）

⑳
三
品
彰
英
「
布
都
之
御
魂
考
」
（
青
丘
織
紐
＋
）

⑳
延
喜
式
（
神
名
帳
）
宮
中
・
大
和
国
・
伊
勢
国
産
に
所
祭
祉
あ
り
、
フ

　
ッ
神
社
に
は
岡
波
・
伊
勢
園
内
に
神
社
名
見
ゆ
。

⑭
　
小
林
行
雄
「
前
掲
論
丈
」
、
（
上
）
　
（
史
林
三
十
三
の
三
）
　
　
㍗

⑫
　
拙
稿
「
ア
ガ
タ
及
び
ア
ガ
タ
ヌ
シ
の
研
究
」
　
（
転
得
院
雑
誌
五
十
四
の

　
三
）

⑳
　
続
口
本
紀
（
天
平
十
八
年
露
月
の
条
）

⑳
　
神
宮
雑
例
集
（
巻
一
、
申
臣
氏
祖
神
の
条
）
但
し
、
こ
の
記
事
に
は
「
都

　
在
晶
奈
良
京
一
之
時
」
と
あ
っ
て
、
和
銅
三
年
よ
り
凶
創
年
に
奈
良
京
の
蕩
・
を

　
記
し
て
い
る
が
、
造
営
中
の
意
味
か
、
あ
る
い
は
誤
記
か
留
保
一
す
べ
き
も

　
の
が
あ
る
。

⑳
　
続
日
・
不
紀
（
宝
亀
八
年
・
七
日
〃
の
条
）

⑳
本
居
宣
長
「
古
審
艶
伝
」
（
巻
＋
五
）

⑰
　
林
麗
辰
三
郎
「
継
体
・
欽
明
朝
の
内
乱
」
　
（
立
命
館
文
学
八
八
）

⑳
　
　
傭
麗
博
周
本
晒
縄
　
（
神
薬
景
讐
劉
一
二
年
山
ハ
月
の
条
）

⑳
繊
雲
国
風
土
記
（
意
宇
郡
・
秋
鹿
郡
）
に
も
布
軟
部
志
・
和
加
布
郡
怒

　
志
と
見
え
、
あ
る
い
は
物
部
島
津
等
と
あ
っ
て
、
フ
ツ
ヌ
シ
が
見
え
ぬ
わ

　
け
で
は
な
い
が
、
神
賀
詞
で
は
主
神
で
な
い
事
を
注
意
し
た
い
。

⑩
　
寓
本
」
清
「
楠
魍
駄
騨
の
示
す
晶
自
尊
出
講
割
の
楼
…
相
」
（
出
蕊
歎
國
風
土
認
の
研
究
）

thVXt’vtvvへ

新
　
入
　
会
　
員

五
百
木
達
治

今
井
奨
溜
子

今
泉
　
朔
郎

大
井
謙
一

岡
隙
　
正
牽

加
藤
英
次

加
納
和
三
郎

河
内
　
良
弘

菊
谷
　
進

北
山
　
茂
夫

楠
山
　
修
作

熊
本
眼
立
阿
蘇
高
校

小
山
田
義
維

酒
井
　
　
一

露講獅畷難離婁
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熊
本
県
阿
蘇
郡
一
宮
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、
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⑭
　
ヅ
ェ
ン
ポ
の
祖
母
を
唄
、
可
敦
．
一
と
呼
ん
だ
の
は
、
或
は
吉
言
ト
ル
茸
語

　
が
チ
ベ
ッ
ト
語
に
転
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
を
起
か
d
せ
る
。
し

　
か
し
敦
煙
年
代
記
に
は
全
部
こ
の
祖
母
を
℃
覧
と
呼
ん
で
一
ハ
ρ
幽
β
⇒
ニ
ハ
｝
μ
p

　
侍
霞
ご
T
q
ρ
貯
昌
ゆ
譜
は
綿
い
て
い
な
い
。
結
局
シ
ナ
史
家
が
当
時
の
窪
㎝
外
薫
巡

絹
の
ト
ル
コ
諾
よ
り
し
て
漫
然
と
用
い
た
竜
の
に
他
な
る
ま
い
。
勿
論
前

　
述
の
よ
う
に
こ
の
祖
母
は
チ
ベ
ッ
ト
の
名
族
の
出
身
で
ト
ル
コ
系
を
交
え

　
て
い
る
証
拠
は
何
も
の
も
な
い
の
で
あ
る
。

⑯
　
滞
府
元
亀
春
九
六
六
外
内
部
継
襲
に
は
、

　
、
紳
龍
元
年
器
弩
悉
弄
卒
、
諸
子
争
立
、
久
之
国
入
立
其
子
棄
雪
踏
賛
為

　
　
養
普
、
時
年
層
卑
願
。

　
と
あ
る
。
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
は
ツ
ェ
ン
ポ
の
残
し
た
翌
年
で
あ
り
、

　
故
に
或
は
こ
の
計
報
の
唐
廷
に
到
藩
し
た
年
次
に
か
け
た
の
か
も
知
れ
ず
、

　
新
ツ
ェ
ン
ポ
の
年
齢
を
七
歳
と
し
た
の
と
共
に
一
応
誤
っ
て
は
い
る
が
、

　
尚
そ
の
丈
は
原
史
料
に
近
い
形
を
存
し
て
い
る
も
の
と
愚
う
。

⑯
　
艦
魁
鑑
の
醐
ド
年
同
r
月
〃
の
条
の
註
に
は
逓
鑑
考
異
の
引
い
た
交
僚
…
記
の
丈
を

　
戴
せ
て
い
る
が
、

　
　
交
館
紀
云
、
吐
蕃
使
其
大
首
領
憲
悪
告
身
養
咄
、
金
二
身
尚
欽
蔵
以
下
、

　
　
来
迎
金
誠
公
憲
。

　
と
嘗
う
。
尚
欽
三
二
診
σ
q
貯
．
冨
二
（
ぐ
．
p
頻
は
年
代
紀
龍
の
年
（
七
〇
闘
）

　
の
ん
策
に
（
H
昌
、
岡
、
囲
●
マ
ビ
）
、

　
　
シ
轟
L
ン
チ
ブ
サ
ン
タ
グ
ツ
ァ
ブ
も
○
冥
戸
二
『
7
二
ご
N
ひ
ψ
蒐
p
鵬
霊
包
）
は
ジ
瀞
L

　
　
ル
リ
ン
ツ
ェ
ル
¢
k
P
弓
＝
ン
い
霞
已
に
合
｛
議
晒
乞
解
閃
・
遂
“
に
U
評
。

　
と
あ
る
シ
ャ
ン
チ
プ
サ
ン
で
あ
ろ
う
。

ハ
⑭
　
蔦
艶
竈
峯
旨
を
U
目
訟
は
「
待
ち
含
↑
せ
の
舘
岬
」
O
ゲ
算
葺
げ
「
O
傷
O
q
、
粋
霞
9
睡
ε

　
と
す
る
が
、
今
臓
訳
に
従
っ
て
お
く
。

⑲
瞬
≧
ず
し
ご
蜜
（
二
）
。
く
ヲ
聾
§
鐙
き
お
二
3
爵
一
）
。
葺
翠
、
一
、
・
雪
扁
三
幽
・

　
ワ
露
．

⑲
一
》
。
奏
9
｛
し
）
こ
（
冒
。
5
き
い
ぎ
話
2
凶
客
。
謹
。
剛
蚤
。
ぎ
餌
。
罠
・
一
げ
μ
切
9
㌧
雰
’
固
図
戸
㏄
・

　
「
一
、
．
℃
。
一
葦
9
嗣
〆
邸
卜
3
・

⑳
ご
p
♂
幹
Ω
　
こ
．
一
．
剛
ご
働
舅
自
お
ま
プ
駿
。
一
ご
き
掌
や
○
。
掌
・

⑳
拙
稿
「
嚢
纂
盟
碑
の
研
究
」
東
洋
史
研
究
第
＋
巻
四
量
三
頁
。

⑳
新
量
馨
八
一
、
三
宗
諸
子
列
伝
の
輩
懐
太
子
の
条
に
も
ほ
ぼ
固
繊
の

　
丈
が
見
え
る
。

⑳
　
　
「
賜
金
妓
公
主
書
」
全
唐
丈
巻
四
〇
、
　
「
謝
愚
二
丁
畠
器
物
表
」
　
「
乞

　
許
聲
普
諮
和
衰
」
　
「
監
置
府
表
」
同
磐
巻
一
〇
〇
。
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史
学
研
究
会
例
会

二
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
・
京
大
楽
友
会
館

劉
備
の
入
蜀

ナ
チ
ス
と
自
7
田
主
晶
霞
の
贈
二
一

万
葉
に
於
け
る
古
代
と
近
代

狩
野
直

広
実
源
太

林
屋
辰
三
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デ
ン
マ
ー
グ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
国

の
政
檎
…
は
混
乱
を
き
わ
め
、
フ
ッ
ガ
ー
は
た
だ
手
を

こ
ま
ね
い
て
成
行
を
更
守
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し

か
も
い
く
た
の
紛
糾
を
へ
て
登
位
し
た
デ
ン
マ
ー
ク

王
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
三
世
は
反
フ
ッ
ガ
ー
的
能
心
度
を

く
ず
さ
ず
、
し
か
も
漸
教
諸
盤
の
右
力
な
嗣
盟
で
あ

っ
た
か
ら
、
一
五
三
九
年
二
〇
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
の

融
資
を
代
償
と
し
て
え
ら
れ
た
～
時
的
協
調
も
到
底

永
続
的
な
関
係
と
な
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
で
あ

’
る
。
　
（
第
三
章
）

　
こ
う
し
た
北
欧
の
政
治
的
不
安
定
、
国
内
に
お
け

る
宗
教
的
対
立
の
潔
刻
化
、
さ
ら
に
致
命
的
な
こ
と

に
、
ト
ル
コ
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ア
細
劃
山
臼
の
危
機
な
ど

が
重
な
っ
て
フ
ッ
ガ
ー
の
北
欧
商
業
は
ま
す
ま
す
困

難
と
な
っ
た
。
他
方
に
お
い
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と

の
宿
命
的
な
つ
な
が
り
は
強
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
政
府

に
対
す
る
貸
付
金
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
こ

に
至
っ
て
、
フ
ッ
ガ
ー
は
ハ
ン
ガ
リ
ア
銅
を
死
守
す

る
か
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
に
寄
生
す
る
か
、
二
者
択
一
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
と
の

閾
ハ
係
は
親
密
に
耽
蓮
行
し
、
ア
ン
ト
ン
は
ヘ
ン
リ
ー
八

世
に
融
資
す
る
と
問
時
に
、
西
南
ド
イ
ツ
の
特
産
で

あ
る
バ
ル
ヘ
ン
ト
織
物
を
P
ン
ド
ン
に
お
い
て
大
規

模
に
販
売
す
る
．
」
と
を
計
画
し
は
じ
め
た
。
イ
ジ
，
リ

ス
経
済
へ
の
浸
透
、
そ
の
可
能
性
が
フ
ッ
ガ
ー
を
し

て
一
五
四
五
年
つ
い
に
西
欧
へ
重
点
を
移
す
べ
く
決

意
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
照
八
年
フ
ツ
ガ
ー
は
ハ
ン

ガ
リ
ア
銅
を
完
全
に
放
棄
し
、
従
っ
て
ハ
ン
ザ
馬
入

と
の
あ
つ
れ
き
も
漸
次
消
滅
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
で
い
か
な
る
運

命
が
待
ち
う
け
て
い
た
か
、
こ
こ
で
語
る
ま
で
も
な

か
ろ
う
。
　
（
第
四
、
五
章
）

＊

＊

　
概
要
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
ペ
ー
ル
ニ
ッ
ツ

の
立
場
は
こ
れ
ま
で
の
単
純
な
経
乗
輿
的
概
点
に
と

ど
ま
ら
ず
、
経
済
を
政
治
と
個
性
と
の
復
雑
な
か
ら

み
あ
い
の
な
か
に
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
，
特
徴
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
フ
ッ
ガ
ー
企
業
の

中
動
に
ハ
ン
ガ
リ
ア
銅
を
す
え
、
國
家
権
力
、
数
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
む
　
　
ぬ
　
　
も

と
の
金
融
資
本
約
結
合
を
そ
の
補
助
的
機
能
と
し
て

明
瞭
に
詳
紬
…
に
描
出
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
厳
密
な

検
討
を
要
す
る
問
題
点
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
ペ
ー

ル
ニ
ッ
ツ
は
！
史
料
は
別
と
し
て
一
こ
の
交
渉

史
を
す
べ
て
フ
ッ
ガ
ー
の
側
か
ら
み
て
お
り
、
ハ
ン

ザ
史
家
か
ら
み
れ
ば
ま
た
別
の
意
見
も
綴
る
か
も
し

れ
な
い
。
巻
末
に
一
括
さ
れ
た
く
わ
し
い
註
釈
、
史

料
も
ま
た
ベ
ー
ル
ニ
ッ
ツ
ら
し
い
好
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
瀬
原
義
生
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
ミ
ー
ン
、
㍉

…
一
　
　
執
筆
老
紹
介
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田
正
昭
　
鵬
清
高
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教
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上
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手
三
三

京
都
大
学
大
学
院

特
別
研
究
生

末
尾
至
行
　
京
都
大
学
助
手

佐
藤
　
　
長
　
京
都
穴
学
助
教
授

瀬
原
義
生

京
都
大
学
大
学
院

特
瑚
研
究
生
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樋欝s平：昂

史
学
研
究
会
々
則
（
昭
和
二
九
・

・
一
改
正
）

第
　
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
陳
列
館
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
京
都
大
単
丈
学
部
史
単
科
を
申
心
と
し
て
同
好
の
士
召
集

　
　
　
　
　
η
史
学
に
関
す
る
研
究
を
な
す
こ
と
乏
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
会
合

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
二
　
研
究
調
査
及
び
見
学
　
三
　
会
誌
（
史
林
）
等
の
発
行

第
五
条
幽
本
会
に
理
事
長
壱
名
、
理
事
下
名
、
監
事
弐
名
、
評
議
員
弐
拾
五

　
　
　
　
名
、
及
び
委
員
若
干
名
を
置
く
。

第
六
条
　
理
事
長
、
理
事
及
び
監
事
は
評
議
員
の
選
出
に
よ
る
。
理
事
長
は

　
　
　
　
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
轄
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評

　
　
　
　
議
員
会
を
召
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
会
務
を
処
理
す

　
　
　
　
　
る
。
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
　
評
議
員
は
会
員
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
出
　
し
、
会
務
の
諮
問
に

　
　
　
　
　
応
ず
る
。

第．

ｪ
条
委
員
は
理
事
長
こ
れ
を
嘱
託
し
、
編
輯
、
庶
務
、
会
計
の
実
務
を

　
　
　
　
　
分
掌
す
る
。

第
九
条
　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
す
る
事
が
出
来
る
。

第
十
条
　
本
会
の
目
的
を
賛
し
新
に
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入
会
申

　
　
　
　
　
込
を
な
し
理
事
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
て
、
本
会
の
会
合
に
出
席
し
研
究
、

　
　
　
　
　
調
査
、
見
学
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
し
、
会
誌
「
史
林
」
の
配
布

　
　
　
　
　
を
受
け
且
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
十
二
条
　
毎
月
一
回
例
会
を
開
く
。
会
揚
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
三
条
　
毎
年
秋
期
に
於
て
総
会
を
開
き
研
究
、
調
査
、
見
学
を
行
い
及
び

　
　
　
　
　
会
務
の
報
告
を
す
る
。

第
十
四
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
支
弁
す
る
。

　
　
　
　
　
会
費
は
誌
代
を
以
て
会
費
と
す
る
。

第
＋
五
条
本
会
の
た
め
功
績
顕
著
な
者
は
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
名
誉
会

　
　
　
　
　
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

附
　
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但

　
　
　
　
　
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動
に
基
く
会
費
金
額
の

　
　
　
　
　
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ
を
行
う
。

霧
　t？

’

編
集
後
記

　
第
三
九
巻
第
一
号
も
ま
た
順
調
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
巻
頭
上
田
氏

の
論
文
は
日
本
神
話
の
斬
新
な
分
析
と
し
て
、
と
く
に
西
洋
史
関
係
の
も
の
に
と
っ

て
も
興
味
あ
る
も
の
、
上
横
手
氏
の
そ
れ
は
氏
の
こ
れ
ま
で
の
業
績
に
一
層
の
深
化

を
み
せ
、
末
尾
氏
の
そ
れ
と
と
も
に
と
く
に
若
き
研
究
者
の
業
績
と
し
て
読
者
の
御

閲
覧
を
乞
い
た
い
。

　
佐
藤
氏
の
小
論
は
氏
多
年
の
纏
蓄
の
一
端
で
あ
り
、
瀬
原
氏
の
審
評
と
と
も
に
本

誌
の
内
容
を
豊
か
に
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。
ダ
イ
ナ
．
ミ
ヅ
ク
な
史
潮
に
樟
さ
し
な

が
ら
、
固
形
、
化
す
る
思
想
を
つ
き
破
り
、
史
林
は
あ
く
ま
で
も
難
い
茂
る
史
林
で
あ

る
こ
と
を
本
誌
も
ま
た
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
智
）

・
．
　
　
．

藍
肇
崩
。
諸
翻
定
価
薗
円

　
史
林
（
第
三
九
巻
第
喜
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
火
膨
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
稗
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
蛋
・
御
所
ノ
内
策
町
三
九

印
欄
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

・，

ｬ
」
、
～
ー
ー
ド
ド
ー
し
ド
’
匿
．
卜
占
一
』
レ
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